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（Padilla et al., 1995）。また、脳イメージング研究では、プロ通訳者は大脳半球間の情報のやり
取りに関わる脳梁属性で異なっている（Elmer et al., 2011）という研究結果もあり、このような
研究は同時通訳者の脳活動が非通訳者とは異なる脳活動を示す可能性を示唆している。これまで
通訳の認知プロセスに関する多くの脳イメージングの研究では、単語・短文レベルの逐次通訳時
























結果 SI と SW の群内比較では、非通訳者群では脳左半球下前頭回三角部、中前頭回、下頭頂
小葉と右小脳が活動し、通訳者群では左半球の上前頭回、中心前回、下前頭回三角部、両側の尾
状核および右小脳が活動した。SI の方向の効果については両群とも EJ より JE のほうでより強
い脳活動が検出されたが、非通訳者群でより広範な脳領域において脳活動の差異が観察された。
両群において通訳課題の共通領域を求めた解析の結果、左下前頭回、左上前頭回(補足運動野)、
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